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【主な研究成果】
　本研究では、ビーグル犬の両側下顎前臼歯を抜歯し，抜歯窩を拡張して骨欠損モデルとした．それぞれの欠損部に歯科チタンインプラント（φ3.2 ×10mm）を埋入し，周囲骨欠損部に骨補填材；ハイドロキシアパタイト/コラーゲン複合体(HC)，ウシ焼成骨/コラーゲン複合体(BC)，ウシ焼成骨(BO)，多孔質 HA(HA), コントロールとして骨欠損作成部位から採取した自家骨(AB)を用いた．術後3か月カ月(全材料)と6か月カ月(BC, BO, HA)のX線エックスX線学的・組織学的分析により評価した．HCはABと最も類似した特徴を有し，骨形成置換能が速い特徴を有し、骨置換が速い反面，骨形成後のリモデリング速度も速いことが示唆された．また，HAは材料残存量が最も多く，次いでBOが続き，共に形態維持に優れていた．また、コラーゲン配向性については、HCが最も近遠心方向への配向度が高かったものの、インプラント近傍においては、一定方向に配向する傾向は観察されず材料間における差は認められなかった。

【今後の展望】
 今回の研究において、歯科チタンインプラント近傍における各種補填材による再生骨の骨コラーゲン配向が一律ではないことが観察された。特に、ハイドロキシアパタイト/コラーゲン複合体を用いた場合には、インプラントを埋入していない抜歯窩において近遠心方向に配向していた過去の成果と比較して、インプラント近傍においては異なる傾向を示した。インプラントという立体構造周囲のコラーゲンの分布については未知であるため、本研究で用いた矢状断の組織切片に加え、水平断や冠状断の追加や、TEMによる微細構造解析により3次元的にコラーゲン配向をとらえる解析を追加する予定である。


【具体的な成果】
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